
□議員名：白井 健一郎 

１ 本市の公共交通（特にバス、タクシー）の改善について  

論点 

４年前の市民アンケートでは、５０％以上の市民が本市の公共交通

に不満を持っている。市長は、柔軟に公共交通改善に取り組む意欲

はあるのか。 

回答 

市内の路線バスについては、運賃、運行数、路線拡大についての市

民からの要望を市としても聞くことが多く、そうした声をできるだ

け、本市を運行区域とするバス事業者へ伝えている。 

 

論点 

アンケートによれば、採算性が取れなくても、地域公共交通につい

ては残してほしい、もっと便利に改善をしてほしいというのが市民

の願いである。路線バスを利用しにくい地域に対して、全市的にデ

マンド交通、デマンドバスやデマンドタクシーを運行させる考えは

ないか。 

回答 

デマンド型交通は利用者にとって利便性が高いが、通学、通勤には

向かないというデメリットもある。現在の地域公共交通計画では、

新しい地域におけるデマンド型交通の導入予定はないが、今後のバ

スの運行状況の変化を踏まえ、デマンド交通だけでなくてライドシ

ェアなどを、地域の公共交通を支える新たなツールとして研究して

いきたい。 

 

論点 
不二輸送機ホールや市民館等で大規模なイベントが行われるときに

は、全市的にシャトルバスを運行できないか。 

回答 
イベント会場の駐車場の有無や来場者数などに応じて、イベント主

催者がシャトルバスの運行の必要性を判断すべきものである。 

 

論点 

福祉タクシー券につき、対象者に一律年間６０枚配るのではなく、

活動的で外出が多い方にはより枚数を増やすなど、柔軟性に富んだ

制度の改善、運用の工夫はないか。 

回答 
障害のある方を含め、家に引き篭もらず、外出し、活動的な生活を

送ることは、心身の健康のためにも大切であり、福祉タクシー券を



利用して社会活動の範囲を拡大することは、大変重要なことである。

しかし、活動的で外出が多い方の把握は大変難しいのが現状であり、

他市の最新の助成状況を調査し、本市におけるこの制度の在り方を

研究していく。 

 

論点 

福祉タクシー券を利用する障害者の方に対して、介護タクシーを使

ってほしい等の配慮のない発言を行うタクシー運転手がいると聞き

く。この要因の一つは、インクルーシブ社会についての市民理解が

不十分であることが考えられる。幅広く市が市民にイニシアチブを

取って、インクルーシブ社会への取り組む決意を市民に幅広く伝え

るべきではないか。 

回答 

詳細は把握できないが、昨今合理的配慮の提供が法律で規定された

ことに加え、障害に対する理解を深める取組を行うことが重要であ

る。民生・児童委員の定例会で、あいサポート運動の研修を受講し

ていただいたり、ＳＯＳ健康フェスタで啓発運動をしている。広報

紙やＳＮＳ、市ホームページ等も活用したい。 

２ 避難場所での防災備品の備蓄状況について  

論点 

線状降水帯の豪雨や南海トラフ大地震の危険等の災害時、市民は避

難場所に避難する。避難場所への防災備品の備蓄の現状と改善につ

いて、市長の総論的な考え方を問う。 

回答 

菊川断層地震の避難所生活者は最大９,０００人と想定。食料品の備

蓄は１日３食を基本として、家庭内備蓄６０％、協定事業所から提

供される流通在庫備蓄を２５％と設定し、行政備蓄は１５％を目安。

生活必需品、高齢者や乳幼児等に考慮した備蓄品の確保にも努めて

いる。アレルギーや持病のある方、乳幼児や高齢者などは特に自助

備蓄が必要となるため、啓発に取り組んで行く。３日間、可能であ

れば７日間の食料、飲料水、トイレットペーパー、携帯トイレ等の

備蓄の準備に努めていただきたい。 

 

論点 避難場所にはどういった防災備品が必要か。 

回答 食料品は飲料水、アルファ化米、レトルト食品、ビスケット、クラ



ッカー。乳幼児や高齢者に配慮し、液体ミルク、おかゆ。生活必需

品は、毛布、紙おむつ、哺乳瓶、生理用品等。避難所運営は、簡易

トイレ、間仕切り、避難所用マット、簡易ベッド、アルコール消毒

液を備蓄している。 

 

論点 現状の備蓄状況はどうか。 

回答 

飲料水５００ミリリットルのペットボトル１,５８４本、アルファ化

米１,８００食、レトルト食品２５０食、ビスケット７２０食、クラ

ッカー７００食、液体ミルク１４４本、お粥９０食。生活必需品に

ついては、毛布２８０枚、成人用紙おむつ５６０枚、子供用おむつ

５,０６４枚、哺乳瓶１００個、生理用品４,８００枚。避難所運営

については、簡易トイレ２４台、間仕切り１１６個、避難所用マッ

ト４８箱、簡易ベッド９０台、アルコール消毒液１９７本を備蓄し

ている。 

 

論点 備蓄状況について、自ら合格点をつけることができるか。 

回答 
総合的に判断すると合格点をつけることができるが、今後も備蓄状

況を改善していく。 

 

論点 
来年度から国の地方創生交付金で市の防災備品の整備が予算化でき

る。令和７年度の防災備品関連予算についてどう考えるか。 

回答 

令和７年度当初から予算化して活用するのは諸事情あり難しいもの

の、本市としても、国の動向を注視し、有利な財源を確保しながら、

引き続き防災対策を向上していくことができるよう努めていく。  

 


